






























まえがき

　゛先天異常国際情報交換機関〟(lnternational Clearinghouse for Birth

Defects Monitoring System,以下 ICBDMS と略す)ヘ参加して,情報交換活動を

行っているモニタリンダ・システム(以下 M.S.と略す)は,昭和 52年度までに 12

カ国 14 プロダラムであった。昭和 53 年度は,本副課題芦沢班員により代表さ

れる東京都内日赤産院を基盤とする M.S.が参加を認められ,第 3 季報から情報

交換資料の中にその数値が掲載されるに至った。さらに日本母性保護医協会が

施行しつつある全土にわたる M.S.も,目下準備中で,これも遠からず ICBDMS ヘ

参加の見通しにある,と云えよう。翻って国外をみると,スペインの病院資料に

よる M.S.が 1979 年から,またイタリーおよびメキシコの同様資料による M.S.

が 1980 年から ICBDMS ヘ加入の予定である。さらにデンマーク,ニュージーラ

ンドにあっては,全国規模で先天異常の登録と監視を実施する・準備を整えて

いる現況である。


